
 

川辺のまちづくり ニューズレター 子どもから高齢者までが安心して暮らせるまちづくり 住民が参画し、誇りの持てるふるさとづくり 2010/10  第 1 巻 (第 1号) 
 

飛鳥川飛鳥川飛鳥川飛鳥川ががががモデルモデルモデルモデル地区地区地区地区にににに選定選定選定選定されましたされましたされましたされました 
   

第第第第１１１１回懇談会回懇談会回懇談会回懇談会をををを開催開催開催開催しましたしましたしましたしました 

 

   

 奈良県では、「奈

良の未来を創る」願

いを構想段階で示す

「５つの構想案」を

平成２２年２月に公

表しました。その５

つの構想案の一つで

ある、「健やかに生

きる」構想案として

福祉、医療、健康づ

くりなどの視点から

人々が暮らせるまち

づくりを推進してい

きます。その、構想

の具体策の一つとし

て、高齢者が住みや

すいまちを目指し、

癒しや安心を与え健

康に暮らせる生活の

場として、河川空間

を活用した「川辺の

まちづくり」を進め

ていくこととなりま

した。 

そのモデル地区と

して、笠縫団地付近

から南の田原本町内

の飛鳥川沿いが選定

されました。県内で

は、他に佐保川がモ

デル地区となってい

ます。 

選定理由としては、

このエリアにはリハ

センター、福祉パー

ク、福祉センター、

養護学校、教育研究

所などの県内の中枢

的な役割を持つ医

療、福祉、教育施設

が集積し、これらの

施設と地域との連

携、施設間の連携強

化が期待されたから

です。 

 川辺のまちづくり

の検討は、「飛鳥川

を軸にした川辺のま

ちづくり懇談会」を

通じて行われます。 

 その第１回懇談会

が 8月 25日に開催さ

れました。懇談会で

は、今回モデル地区

に 選 定 さ れ た 経 緯

や、取り組みの基本

方針の説明がありま

した。 

 委員の皆さんから

は、取り組みに対し

ての期待や、協力の

意向を頂きました。

また、川で活動する

にしても水質が悪い

といった意見や、広

域的な視点が必要と

いった意見を頂きま

した。 

 本年度は４回の懇

談会を開催し、川辺

のまちづくりについ

てとりまとめを行う

予定です。 
 

参考事例参考事例参考事例参考事例                            ＊＊＊＊    佐保川佐保川佐保川佐保川（（（（奈良県奈良県奈良県奈良県））））：：：：    地域の人達が連携して河川の維持管理を実施。                                             ＊＊＊＊    子吉川子吉川子吉川子吉川（（（（秋田県秋田県秋田県秋田県））））：：：：    「癒しの川」として河川を活用。        

■第１回懇談会の様子 

【【【【懇談懇談懇談懇談会会会会のののの委員委員委員委員】】】】     田原本町自治連合会（会長・副会長）・宮森自治会・多自治会・笠縫自治会・秦楽寺会長・町立南小学校・町立南幼稚園・県営福祉パーク・奈良県総合リハビリテーションセンター・奈良県心身障害者福祉センター・奈良県高等養護学校・奈良県立教育研究所・田原本町・奈良県 当該地区当該地区当該地区当該地区
福祉福祉福祉福祉センターセンターセンターセンター 南小学校南小学校南小学校南小学校福祉福祉福祉福祉パークパークパークパークリハセンターリハセンターリハセンターリハセンター

新新新新ノノノノ口口口口
養護学校養護学校養護学校養護学校教育研究所教育研究所教育研究所教育研究所笠縫笠縫笠縫笠縫京奈和自動車道京奈和自動車道京奈和自動車道京奈和自動車道 南南南南幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園

■モデル地区の範囲 
飛飛飛飛飛飛飛飛鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥川川川川川川川川        



 川辺川辺川辺川辺のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりニュースニュースニュースニュース    第第第第１１１１号号号号（（（（第第第第１１１１巻巻巻巻）））） 
 

ワークショップワークショップワークショップワークショップをををを開催開催開催開催しましたしましたしましたしました 
   

南幼稚園児参加南幼稚園児参加南幼稚園児参加南幼稚園児参加ののののイベントイベントイベントイベントをををを開催開催開催開催しますしますしますします 

 

   

 

 

川辺のまちづくり

に関連する各施策に

ついて幅広い意見を

頂くため、９月１４

日にワークショップ

を開催しました。 

ワークショップに

は、地元からは自治

連合会、多自治会、

宮森自治会、笠縫自

治会の 8名、周辺施

設管理者として教育

研究所、県営福祉

パーク、リハビリ

テーションセン

ター、高等養護学校

の４名、そして田原

本町と奈良県関係者

が出席しました。 

ワークショップで

は、２つのグループ

にわかれて、グルー

プ毎に意見交換を行

い、貴重なご意見を

たくさん頂きまし

た。その意見の一部

をご紹介します。 

 

 

 

 

＊ ワークショップの意見の一部抜粋  【【【【飛鳥川飛鳥川飛鳥川飛鳥川についてについてについてについて】】】】    ・ 昔は鮎、ホタルがいてとてもキレイだった。 ・ きれいな川というイメージがない。 ・ みんなで取り組む必要がある。 ・ とにかく草やゴミが多い。 ・ 飛鳥川をきれいにするのに協力したい気持ちはあるが無償のボランティアでは継続できない。 ・ 最初に草刈りやゴミ対策を徹底してほしい。  【【【【駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場のののの再整備再整備再整備再整備】】】】    ・ 駐輪場としての機能は福祉パークのトイレ付近で良いのではないか。 ・ 周辺に駐車場がないので駐車場にしては。 ・ くつろげる場になれば良い。 ・ 明るく開放的に見通し良く。 ・ 花を植える。 

・ 整備後の維持管理を考えないと、現状と同じになる。     
    多宮橋付近多宮橋付近多宮橋付近多宮橋付近にあるにあるにあるにある駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場をををを外外外外からみたからみたからみたからみた様子様子様子様子            【【【【ベンチベンチベンチベンチ等等等等のののの休憩施設休憩施設休憩施設休憩施設】】】】    ・ 草刈りやゴミ対策を徹底してからベンチを設置すべき。 ・ 県道に休憩施設は必要ない。 ・ 笠縫団地付近の自転車道沿いに設置しても良いが、生活者の邪魔にならない配慮は必ず必要。  【【【【花花花花いっぱいいっぱいいっぱいいっぱい活動活動活動活動】】】】    ・ 園児のイベントは良いと思うし、可能なことは協力したい。 ・ 桜を植えてはどうか。 ・ 球根を植えてはどうか。 

 ■■■■事務局事務局事務局事務局 奈良県奈良県奈良県奈良県 土木部河土木部河土木部河土木部河川課河川計画係川課河川計画係川課河川計画係川課河川計画係  〒630-8501 奈良市登大路町 30番地 電話電話電話電話 
(0742)22-1101（代表） 
FAX 

(0742)22-1399 

 

①川辺のまちづくりの背景等について説明 

②グループ毎に意見交換を実施 

③意見は模造紙や地図にその場でとりまとめる 

④最後にそれぞれのグループの結果を全員で確認 

 １０１０１０１０月月月月２７２７２７２７日日日日（（（（水水水水））））の

午前中、福祉パーク

付近にて、南幼稚園

園児とその保護者に

よる花壇づくりのイ

ベントを実施しま

す。 

 当日は、園児約

100名とその保護者

が、多神社と福祉

パークを訪れ、花壇

に花を植えます。あ

わせて、地元や施設

関係者の皆さんとも

花壇の花植えを実施

します。このイベン

トを通じて、継続的

な取り組みに向けた

課題や問題点を明ら

かにする予定です。 

 ぜひ皆さんも当

日、ご参加くださ

い。 


